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グローバルリート市場（除く日本）の動向（2022年5月）

図表1：グローバルリートの国・地域別構成比やパフォーマンス等（2022年5月末時点）
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 5月のグローバルリート市場（除く日本）（配当込み）（Ｓ＆Ｐ指数ベース）（前月末比）は5.7％下落し
ました。豪州準備銀行（RBA）は5月の理事会で11年半ぶりの利上げを決定し、豪10年国債利回りが一時
3.5％を超える水準まで大幅上昇したことから、豪州の下落率が最大となりました。

 5月はヘルスケアを除く主要7セクターが下落しました。経済再開にともなうオンライン消費の減少や、イ
ンフレによる購買意欲の低下の影響により米大手通販の決算が低調であったことなどから、産業セクター
が14.4％と大幅下落したほか、倉庫セクターも9.2％下落しました。

 5月のパフォーマンスは、現地通貨ベース、円ベース共に、グローバル株式を下回りました。
（参考）当月のグローバル株式（MSCI‐kokusai（除く日本、配当込み））のパフォーマンス
【現地通貨ベース】前月末比－0.2％（年初来－11.6％）【円ベース】同－0.7％（同－2.5％）

【米国（Ｓ＆Ｐリート指数（現地通貨・配当込み）ベース）（前月末比）】
• 4月の米消費者物価指数（CPI）は前年同月比+8.3％と前月から小幅に低下しました。しかし、住居費など
の上昇圧力は依然強いことから、米連邦準備制度理事会（FRB）が大幅な利上げを継続し、米景気が減速
するとの懸念から、6.2％下落しました。

【フランス（同）】
• 欧州委員会が公表した経済見通しで、ユーロ圏の2022年の実質成長率見通しが下方修正されたことから、
足元の資源や食料品の値上がりで、景気減速とインフレが同時に進む懸念が強まり、0.7％下落しました。

【豪州（同）】
• RBAが5月の理事会において利上げを決定し、今後も利上げを継続する方針を示したことから、REITの利
回り面での魅力度が低下するとの見方が広がり、8.6％下落しました。

【シンガポール（同）】
• 4月のコアインフレ率（宿泊費と民間交通費を除く）が3.3％と、10年ぶりの高水準となった3月の2.9％
を上回ったことが嫌気され、3.6％下落しました。

※各国・地域のリート、米国優先リートのパフォーマンス（円ベース含む）はすべてＳ＆Ｐ指数ベース（配当込み）
出所）Ｓ＆Ｐ、ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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図表2：主要国リート市場及び米国優先リート市場の指数推移

図表4：グローバルリートのＰＢＲ（株価純資産倍率）の推移

データ期間：2016年1月4日～2022年5月31日（日次）
※各国のリート、米国優先リートはすべてＳ＆Ｐ指数ベース（現地通貨ベース・配当込み）
出所）Ｓ＆Ｐ、ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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図表3：主要国リートのイールドスプレッド（配当利回り－10年国債金利）（2022年5月末時点）

（1）米国

※各国のリート、米国優先リートはすべてＳ＆Ｐ指数ベース
出所）Ｓ＆Ｐ、ブルームバーグ、アライアンスバーンスタインのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成

※米国・フランス・豪州・シンガポールリートの各月末ＰＢＲの時価総額加重平均（Ｓ＆Ｐ指数ベース、時価総額は米ドルベース）
出所）Ｓ＆Ｐのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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今後の見通しについて

図表5：主要国リートの配当利回りと10年国債金利推移
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図表6：主要国リートのＰＢＲの推移
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（3）豪州

（4）シンガポール

図表7：主要国リートのFFO（注）の見通し推移（2022年5月末時点）
データ期間：2014年1月末～2022年5月末（月次）

（1）米国

※スプレッド＝配当利回り－10年国債金利 データ期間：2014年1月末～2022年5月末（月次）

（2）フランス （4）シンガポール

※図表5～7の各国リート指数はすべてＳ＆Ｐ指数ベース（現地通貨ベース）
出所）図表5～6はＳ＆Ｐ、ブルームバーグ、図表7はアライアンスバーンスタインの

データをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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【当資料に関する留意点】
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